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研究成果の概要（和文）：従来知られていなかった全く新規な一次構造を持つ-ガラクトシド結

合性レクチン MytiLec のアミノ酸配列を決定し、グロボトリオース(Gb3)糖脂質糖鎖結合性、

Gb3 発現 Raji 細胞に対する増殖抑制を見出した。SUEL/ラムノース結合レクチンファミリー

で Gb3 に結合したナマズ卵 SAL レクチンは同細胞の増殖に影響せず、多剤耐性トランスポー

ター遺伝子の発現を抑制した。両結果を総合すると、同一糖鎖に結合するレクチンでも、その

結合力や価数の違いから、異なるシグナルを細胞内に伝達することが判明した。細胞増殖の調

節に応じて適切なレクチンを投与することで、細胞研究における機能制御が可能と示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： A 17kDa -galactoside-binding lectin, MytiLec purified from the 

Mediterranean mussel was found to have a novel triple-tandem repeat structure. It recognized 

globotriose (Gb3) and appeared strong cell static activity against Gb3 expressing lymphoma Raji 

cells. Another -galactoside-binding lectin, SAL, a member of SUEL/rhamnose-binding lectin 

family isolated from catfish egg did not influence the growth of Raji cells, though it 

down-regulated the expression levels of the multidrug-resistant transporter gene. Combining these 

results, it became clear that even lectins having same oligosaccharide binding specificity, can 

transmit different signals to cells according to the variations of their multivalency and dissociation 

constants. This new finding will be useful to study the cellular functions of these lectins to regulate 

cell proliferation. 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2011 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2012 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

研究分野：糖鎖生物学 

科研費の分科・細目：水産学・水産化学 

キーワード：レクチン・MytiLec・一次構造・グロボトリオース・ABC トランスポーター・SUEL/

ラムノース結合レクチンファミリー 

機関番号：22701 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2010(Apr)～2013(Mar) 

課題番号：22580226 

研究課題名（和文）海洋無脊椎動物-ガラクトシド結合レクチンの糖鎖依存細胞増殖制御因

子としての評価 

研究課題名（英文）Novel cell signaling by different Gb3-binding marine lectins. 

研究代表者  

大関 泰裕（OZEKI Yasuhiro） 

    横浜市立大学・大学院生命ナノシステム科学研究科・教授 

 研究者番号：70275022 

 

 



 

１．研究開始当初の背景 

 動物レクチンファミリーの SUEL/ラムノー
ス結合レクチンは、1991 年、研究代表者がム
ラサキウニ卵 D-ガラクトシド結合レクチン
(SUEL)の一次構造を報告以後、2012 年までに、
魚卵レクチンなど 1,000 以上の構造ホモログ
が報告された。これを含め海洋動物由来のガ
ラクトース結合レクチンの糖鎖認識を解析
すると、-ガラクトシドを認識する分子が多
く見つかり、その一次構造と糖鎖結合プロフ
ァイルの多様性が示唆された。 

 

２．研究の目的 

 海洋動物由来から精製したガラクトース
結合レクチンの一次構造、糖鎖結合、高等動
物細胞に対する増殖制御メカニズムを解析
し、生命科学の研究発展の貢献に資する糖鎖
関連分子としての特性を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 種々の海洋動物からガラクトース結合レ
クチンをアフィニティークロマトグラフィ
により精製する。得られたレクチンの糖鎖結
合をフロンタルアフィニティクロマトグラ
フィ法でプロファイル化する。その一次構造
を質量分析とエドマン分解により決定し、動
物レクチンの新しい構造ファミリーを見出
す。 

 結合プロファイルから判明した糖鎖を有
す培養細胞に各レクチンを加え、増殖変化を
測定する。レクチンを加えたことによる細胞
内で起きた情報伝達分子の活性化や抑制を
抗体や定量的 PCR 法で解析する。 

  

４．研究成果 
1)海洋無脊椎動物ガラクトース結合レクチ
ンの多様な糖鎖結合性とモデル海洋動物の
糖鎖生物学：相模湾と東京湾から採取した海
洋無脊椎動物からカイメン動物、軟体動物、
環形動物、棘皮動物より分子量 11.6～67ｋDa
の 10 種類のガラクトース結合性レクチンが
得られ、多様な糖鎖結合プロファイルが示さ
れた(論文 5,6,8,11,13)。文部科学省ナショ
ナルバイオリソースプロジェクトから提供
されたニッポンウミシダ(棘皮動物)に 2型ラ
クトサミンを認識する 14kDaレクチンが発見
され、モ
デル動物
を用いた
糖鎖生物
学の研究
を可能に
した (論
文 8) 
 
2)新規なガラクトース結合レクチン MytiLec

の一次構造と直接的細胞死：ムラサキイガイ
(二枚貝)からガラクトース結合レクチン
Mytilec を得て、従来のタンパク質に無い新
規な一次構造が見出された。グロボトリオー
ス Gb3の特異的な認識が判明し、本糖鎖を発
現する Raji リンパ腫細胞を後期アポトーシ
ス反応により殺傷した(論文 13)。 

 
3)SULE/ラムノース結合レクチンによる遺伝
子発現制御と低濃度抗癌剤による間接的細
胞死：同ファミリーに属しナマズ卵から得た
Gb3 結合レクチン SAL は MytiLec と異なり
Raji細胞を殺傷せず、代わりに抗癌剤ビンク
リスチンの感受性を著しく高めた。ABC トラ
ンスポーターMRP１タンパクの発現量を調べ
ると、SALレクチンと-Gb3糖鎖の結合は多剤
耐性トランスポーター遺伝子の発現を抑制
し、その結果取り込まれたビンクリスチンが
排出されず抗癌作用に働くことが証明され
た(論文 10)。 

 
4)糖鎖関連分子の研究発展に役立つ基盤技
術の開発：現行のクマシーブリリアントブル
ーR250を用いる染色法に比べ 100倍高感度な
迅速なタンパク質染色法の開発に成功し、企
業を通じて商品化された(論文 1,2)。レクチ
ン遺伝子を組み換えた大腸菌を従来より容
易に大量培養する新たな技術を開発した
(論文 14)。 
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